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1 はじめに

大規模災害時通信インフラの損壊など劣悪な通信

環境においても通信を扱う枠組みである DTN（De-

lay/Disruption Tolerant Network）において可搬型ス

トレージを用いた通信手法を提案している [1]．

本手法では，DTN ノード群がコンテンツを受け付

け，可搬型ストレージによりノード間の通信を実現す

る．コンテンツは各ノードに全て蓄積されるものとす

ることで，全ノードに情報拡散することを目的とした

分散型の災害情報システムを提案している．本稿では

大規模災害を考慮した可搬ストレージを通信媒体とし

た情報拡散の試作システムを提案する．

2 情報拡散

DTNとは，宛先 DTNノードへデータ転送する際，

中継地点でデータを保持し，通信可能になった時点で

データ転送を行うことにより過度な通信遅延や通信リ

ンクの切断が発生するような劣悪な通信環境において

もエンドツーエンドで情報伝達を可能とする通信方式

である．

本システムではこのような DTNアーキテクチャに

基づいたストレージ運搬型通信を提案する．本システ

ムは分散型であるため，システム全体の状況を俯瞰し

て制御する主体は存在しない．そのため，各ノードが

独立に，しかし望ましい情報拡散のため，限定された

通信帯域に相当する可搬型ストレージ容量を用いる必

要がある．このとき，災害時利用を念頭に拡散が望ま

しい情報の属性として，多様な発信者，時間的に新し

い，まだ拡散していない，の３点に着目し，これらを

優先して通信させる手法を提案する．

3 提案方式

3.1 情報拡散型災害時情報システム

筆者らは，一般の通信が機能しない災害時を念頭に

情報共有を行える，システムプログラムも可搬とする

情報拡散システムを提案している (図１)．本システム

では，システムプログラムと拡散したいデータ双方を
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可搬ストレージに格納し，データ通信と拠点となるシ

ステムの立ち上げとを同時に実現する．避難所など各

拠点にて多数の利用者による投稿は，可搬ストレージ

の移送によって他拠点へと運ばれ，両拠点のデータが

併合されることで，分散型の情報拡散を行う．このと

き，ストレージ発出時点では行き先が不明であり，い

ずれか（または新規）の拠点に到着したとき，はじめ

て通信としての宛先が決定される点が特徴である．

図 1: 情報拡散型災害時情報システム

3.2 システム構成

通信途絶地域において避難所を拠点とするDTNノー

ドにおいて各ユーザにより安否情報の登録を行う．登録

された安否情報 (コンテンツ)を可搬ストレージへ書き

込み，人手で運搬を行うことで情報拡散の実現を図る

ものとする．可搬ストレージ内には本稿で提案する全シ

ステムプログラムが格納され，PCに適宜インストール

することでDTNノードの環境を構築する．DTNノー

ドにシステムプログラムの導入が完了次第，初期設定

を行う．DTNノード，可搬ストレージにはコンテンツ

を管理する CDB(Contents Database)，ネットワーク

を管理する NWDB（Network Database），を構築す

る．CDBはユーザによってDTNノードに登録された

コンテンツを管理し，NWDBはDTNノードに蓄積さ

れたコンテンツと他の DTNノードが保持し，ネット

ワーク内の DTNノードにコンテンツがどの程度拡散

されたかの管理を行う．
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4 試作システム

4.1 概要

試作システムは，ユーザインタフェースはWebサーバ

上で動作させるものとし，バックエンドとしてDBMS，

DTNノードでは，これらのサーバプロセスを全て立ち

上げて，localの httpサーバへWebブラウザでアクセ

スする．これは，WiFi接続などを通じて多人数による

同時利用を可能とすることも考えてのことである．ユー

ザは各自スマートフォン等でビデオコンテンツを録画

し，これを本システムへ登録する．

4.2 登録手順

コンテンツの登録時には，DTN ノード上で Web-

serverを立ち上げ，各ユーザの端末から serverにアク

セスし登録フォームからコンテンツの登録行う．登録

情報としてユーザの氏名，安否情報を届けたい宛先，投

稿者が所属するグループ名である所属項目，メッセー

ジ一言，30秒から 1分程度のビデオメッセージを想定

している．各ユーザによって登録されたコンテンツは，

DTNノード内の CDBに蓄積される．

4.3 送出手順

コンテンツの送出時はDTNノードに蓄積されていた

CDB，NWDBを可搬型ストレージ内のCDB，NWDB

へ書き込みを行う．コンテンツの書き込み優先度は 4.4

節で説明する．書き込みが終了次第，可搬ストレージ

を人手で運搬し他の DTNノードへ送出する．

送出先では，本システムがすでに導入済みであった

場合，可搬型ストレージ内の CDB，NWDBを DTN

ノード内の CDB，NWDBへデータが併合を行う．未

導入であった場合可搬ストレージ内のシステムプログ

ラムを適宜導入しデータの併合を行うことで，情報共

有を図る．

送出されたコンテンツは閲覧者によってユーザの端

末から serverにアクセスし，閲覧フォームからデータ

ベースに登録されている被災情報を閲覧する．

拠点 A，拠点 Bが存在時，通信インフラが損壊した

オフライン地域と想定する（図 2）．各拠点では，可搬

ストレージ内のシステムを導入し，コンテンツの登録，

書き込み，運搬，蓄積を繰り返すことで情報拡散の実

現を図る．また，オフライン地域とオンライン地域の

境界時には，オンライン地域で稼働しているサーバー

へアップロードを行うことでオンライン地域での情報

共有を図る．

4.4 書き込み優先度

DTNノードへ登録されたコンテンツを cとし，コン

テンツの登録時刻を tとする．コンテンツ登録時点の

図 2: システム

同一発信者が別に定める一定時間内に登録をした登録

件数（そのコンテンツ自身を含む）を直近登録件数と

呼びN(c)とする．

可搬型ストレージにコンテンツ群を書き込み情報送出

の準備を行う際に，その時点における T (c, t)，m(c, t)，

M(t)を各々計算する．T (c, t)はコンテンツ cが登録さ

れてからの経過時間を示す．m(c, t)は当該コンテンツ

が送出された記録のあるノード数である．M(t)は当該

ノードが知る，本システムに接続されたノードの全体

数である．これらの値を用いて各コンテンツに対して

可搬型ストレージへの書き込み，すなわち送出の優先

度 P (c, t)を

P (c, t) = exp

{
α(1−N(c))−(1−α)

m(c, t)T (c, t)

M(t)

}
(1)

と定義する．ここで αはN(c)，m(c,t)T (c,t)
M(t) のうちどち

らを重視するかの重みである．第１項の１は P (c, t)の

値域を [0, 1]へ正規化するためである．当該ノードに

おける他ノードへの通信となる可搬型ストレージへの

書き込み時は，(1)式の優先度 P (c, t)をすべての蓄積

コンテンツに対して求め，この P (c, t)の降順に所定の

可搬型ストレージ容量まで書き込みを行う．

5 おわりに

本稿では，可搬型ストレージによる通信手法を提案

し，通信システムの試作システムの提案を行った．ま

た，情報拡散型災害時情報システムを利用し 2拠点間

での情報拡散が図られることについて確認した．今後

は，シミュレーションを用いて評価を行う予定である．

参考文献

[1] 秋山洋平，小林亜樹，“DTNアーキテクチャに基づ

くストレージ運搬型通信による災害時情報共有シス

テム”，電子情報通信学会技術研究報告 113(472)，

pp．525-530，2014．

Copyright     2016 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-308

情報処理学会第78回全国大会


